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● 小児医療の充実、医療・消防の連携による救命率の向上 
● 健康づくりとスポーツの振興 
 →運動習慣者の割合を30％以上に 
● 介護保険・富山型デイサービスなど地域総合福祉の充実 
 →特別養護老人ホームの入所待機者ゼロを目指す 
● 高齢者、障害者、子供にやさしいバリアのないまちづくり 
● 循環型社会の構築 
 →一般廃棄物リサイクル率を概ね25％に 
● 防災・危機管理体制の整備、犯罪のないまちづくり 
 →自主防災組織の組織率を6割以上に 

昭和20年 富山市生まれ。東京大学法学部卒業 
昭和44年 自治省入省。石川県、北九州市、静岡県などを 
  経て、平成6年自治省財政局財政課長 
平成 7年 地方分権推進委員会事務局次長、 
  総務省自治税務局長等を歴任 
平成14年 1月 消防庁長官（平成16年1月退官） 
平成16年 11月 富山県知事に就任（平成15年から早稲 
   田大学大学院客員教授） 

〒930-8501（住所記載不要） 
県庁広報課「知事への意見・提言」係 

http://www.pref.toyama.jp/ 
sections/1101/teigen.htm

ジョギング、サッカー、演劇・音楽鑑賞など 

たかかず 

● 子育て支援のサポート体制づくり 
　→一時保育、延長保育のニーズを早期に充足 
● 家庭・地域の教育力の充実、少人数学校教育の充実 
● 若者・女性・熟年世代の起業・ボランティア活動の支援 
 →とやま起業未来塾（仮称）を創設 
● 女性の活躍する場の拡大 
 →審議会等の女性委員の割合を1/3に拡大 
● 芸術文化・学術の振興 
● 景観創出など美しい県づくり 

● IT、バイオ、深層水などを活かした新産業の育成・創出 
● 新規開業の促進、産学官連携の推進 
 →年平均3,000件の新規開業を達成 
● 中小企業との緊急対話と支援 
● 「とやまブランド」確立と農林水産業の振興 
● 北陸新幹線などの交通基盤の整備 
● にぎわいのあるまちづくり、商業・サービス業の振興 
● 広域・国際観光の振興 
 →外国人宿泊客数を概ね1.5倍以上に 

オープンで 
わかりやすい県政 

県民の自立と 
幸せの重視 

スピード重視の 
県　政 

現場重視で 
効率的な県政 

「とやまから  
 日本を変える」 

略歴 

趣味 

皆さんからのご意見・ご提言を募集します 

いただいたご意見・ご提言は、検討のうえ、県政に反映します。 
なお、知事自らが各地に出向いて県民の皆さんと直接対話する「タウンミー
ティング」を開催しています。今後の予定は、新聞広報などでお知らせします。 

※数値目標は平成20年までのもの 

はがき・手紙 
の場合 

インターネット 
の場合 

●特集についての問合せ・ご意見は 
　県庁広報課　1076（444）3134

石井　一知事のプロフィール 
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特
集

石井県政がスタートしました
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特
集

こ
の
た
び
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、
十
一
月
九
日
に
富
山

県
知
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
負
託
と
信
頼
に
お
こ
た
え
す

る
た
め
、
富
山
県
の
発
展
と
県
民
の

幸
せ
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
、
時
代
は
大
き
な
転
換
期
に
あ

り
ま
す
。
国
も
地
方
自
治
体
も
財
政

危
機
が
一
段
と
深
刻
化
す
る
中
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
・
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
山
県

を
は
じ
め
多
く
の
地
方
で
は
、
依
然
と

し
て
景
気
の
停
滞
感
が
強
く
、
経
済

社
会
や
国
民
生
活
の
活
力
が
低
下
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
は
、
国
に
依
存

し
、
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が

主
体
性
を
も
っ
て
中
長
期
の
視
野
に
立

ち
、
地
に
足
が
し
っ
か
り
つ
い
た
政
策

を
勇
気
を
も
っ
て
果
敢
に
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、
富
山
県
に
は
、
勤
勉
で
進
取

の
気
性
に
富
む
県
民
性
、
素
晴
ら
し

い
産
業
基
盤
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
歴
史
や
文
化
な
ど
、
国
内
外
に
誇

り
う
る
優
れ
た
基
盤
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
基
盤
を
活
か
し
、

も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
富
山
県
を
つ
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
活

力
」「
未
来
」「
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
三
十
五
の
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に

進
め
、
世
界
に
羽
ば
た
く
「
元
気
と
や

ま
」
の
創
造
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
施
策
を
実

現
す
る
た
め
、「
県
民
参
加
に
よ
る
オ

ー
プ
ン
で
わ
か
り
や
す
い
県
政
」「
県
民

の
自
立
と
幸
せ
を
重
視
す
る
県
政
」「
ス

ピ
ー
ド
重
視
の
県
政
」「
現
場
重
視
で

効
率
的
な
県
政
」「『
と
や
ま
か
ら
日
本

を
変
え
る
』
改
革
と
創
造
の
県
政
」
の

五
つ
の
基
本
姿
勢
に
立
っ
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
県
政
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

県
民
と
共
に
つ
く
る
「
元
気
と
や
ま
」富

山
県
知
事 
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仮
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平
成
18
年
4
月
開
設
予
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県
立
大
学
で
は
、
社
会
に
出
た
と
き
に

即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
実
践

重
視
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
験
や

実
習
を
数
多
く
設
け
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
学
生
の
企
業
意
識
の
醸
成
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら

全
国
で
も
珍
し
い
試
み
と
し
て
、
県
内
企

業
等
か
ら
卒
論
テ
ー
マ
の
募
集
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
、
学
生
は
そ
の
う
ち
の
二
十

六
の
テ
ー
マ
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
大
手
企
業
出
身
の
教
員
が
多

く
、
産
業
界
の
動
向
を
踏
ま
え
た
講
義
や

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

採
用
内
定
者
等
に
よ
る
就
職
・
進
学
ガ

イ
ダ
ン
ス

●

模
擬
面
接

●

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
学
生
の
就
業
体
験
）

な
ど

●
問
合
せ
　
富
山
県
立
大
学
事
務
局
教
務
課

1
0
7
6
6（
5
6
）7
5
0
0（
代
）

教
員
と
学
生
の
親
密
な
ふ
れ
あ
い
も
特

徴
の
一
つ
で
す
。
教
員
一
人
当
た
り
の
学

生
数
が
十
人
程
度
な
の
で
、
一
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
討
議
す
る
ゼ
ミ
等
を
通
し
て
、
き

め
細
か
い
少
人
数
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
間
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
体
制
で
就
職
指
導
に
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
度
ま
で
四

年
続
け
て
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

●

職
業
観
を
育
て
る
た
め
に
企
業
等
か
ら
講

師
を
招
く
、一
、二
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
ゼ
ミ

産学連携で加速する 
技術開発 

立山マシン株式会社 

代表取締役社長 宮野兼美さん 
かねよし 

　スピードが重視される企業の技術開発にお

いて、大学の持つ優秀な人材や進んだ設備は

大変魅力的です。県立大学は産業界との連携

にとても積極的なので、お互いの研究内容や必

要な技術などについて情報交換を密に行うこ

とができます。県立大学との共同開発を通じて、

私たちの技術開発スピードも速くなっています。 

　また、県立大学に卒論テーマを提案し、接着

剤を使わないプラスチック加工技術を研究して

もらっています。この研究結果をもとに、バイオ

チップなどの分野でさらに開発を進めたいと考

えています。 

　企業と密接な環境で学んでいるからでしょう

か、県立大学の卒業生は、実務に即した感覚をもっ

て入社してきますね。社会人になったとき、企

業の実態を知っている学生とそうでない学生

との差は大きいと思います。 

歌の森 
運動公園 

至高岡 JR北陸本線 

中老田・高岡線 

富山戸出小矢部線 

北陸自動車道 

串田新・黒河線 

小杉駅 
至富山 

至富山 

至富山 至高岡 

小杉IC

至戸出 

太閤山ランド前 

国
道
472
号
線 

小杉中 
小杉町 
文化ホール 
ラポール 

県環境科学センター 
県衛生研究所 
県薬事研究所 

太閤山ランド 

富山県立大学 

小杉 
町役場 

小杉南中 

太閤山局 

県立大学前 

太閤山 

三ヶ元町 

小杉町黒河5180
■交通アクセス
JR小杉駅南口から富山地方鉄道バス
「太閤山循環」又は「富山駅前行」に
乗車約5分。小杉I.Cから車で約5分。

即
戦
力
に
な
る
人
材
を
養
成 

充
実
し
た
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で 

就
職
率
一
〇
〇
％ 

学
べ
る
分
野
が
拡
大
し
ま
す 

就
職
支
援

現
在
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新

し
い
大
学
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
バ
イ
オ
分
野
を
強
化
す
る
た
め
、

平
成
十
八
年
四
月
に
生
物
工
学
科
（
仮
称
）

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
本
県
の
特
産
品

や
植
物
資
源
を
活
用
し
た
健
康
食
品
等
の

開
発
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
物

情
報
の
解
析
な
ど
、
新
分
野
に
取
り
組
み

ま
す
。

県立大学では、新産業の創出など時代の要請にこたえるために、
バイオ、ものづくり、ITなどの分野で21世紀を担う優秀な人材
育成を進めてきました。実践的な授業や地域企業との交流を通し
て、学生は地域ニーズを感じ取りながら学んでいます。
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「
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
仕
事
は
初
め
て
で

す
よ
。
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
棟
梁
は
、
日

本
で
何
人
も
い
な
い
ん
で
す
か
ら
」

田
中
さ
ん
は
、
保
存
修
理
を
”ビ
デ
オ
を

巻
き
戻
す
よ
う
な
仕
事
“と
い
う
。
時
間
を

逆
回
転
し
て
、
当
初
の
姿
に
近
づ
け
て
い

く
。
例
え
ば
、
本
堂
は
前
方
に
十
五
セ
ン
チ

傾
い
て
い
た
。
部
分
解
体
後
、
そ
れ
を
垂
直

に
戻
す「
建
て
起
こ
し
」
を
行
っ
た
。

「
こ
の
柱
に
二
十
ト
ン
か
か
っ
て
い
る
と
、

計
算
で
は
わ
か
る
。
で
も
、
計
算
通
り
に
上

が
ら
な
い
。『
こ
れ
が
二
十
ト
ン
と
い
う
重
さ

な
ん
だ
』
と
、
や
っ
て
初
め
て
体
で
わ
か
る
」

文
化
財
修
理
は
、
木
材
は
も
ち
ろ
ん
、
釘

一
本
で
も
再
利
用
で
き
る
も
の
は
戻
す
。
田

中
さ
ん
は
、何
百
万
点
に
及
ぶ
部
材
を
す
べ

て
掌
握
し
、
完
全
に
元
に
戻
し
た
。

「
並
ん
で
い
た
順
番
も
そ
の
ま
ま
。
今
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」

勝
興
寺
に
は
、
江
戸
時
代
に
携
わ
っ
た

何
百
人
の
大
工
の
何
百
種
類
の
仕
事
が
あ

る
。
部
材
を
残
す
こ
と
は
、
そ
の
跡
も
残
す

と
い
う
こ
と
。そ
こ
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
。

「
ノ
ミ
や
カ
ン
ナ
の
跡
に
は
、
手
の
荒
い

の
も
神
経
の
細
か
い
の
も
あ
る
。『
こ
ん
な
大

工
が
い
た
ん
だ
な
』
と
、
俺
に
は
そ
の
大
工

が
そ
こ
に
い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
よ
」

田
中
さ
ん
に
は
、
そ
の
大
工
の
気
持
ち
ま

で
も
わ
か
る
。
時
を
超
え
て
、
宮
大
工
と
し

て
同
じ
現
場
に
立
ち
、
同
じ
よ
う
に
組
み
上

げ
た
”平
成
の
棟
梁
“。「
や
り
終
え
ち
ゃ
う

と
大
変
だ
っ
た
と
か
な
く
な
る
ね
」。晴
れ
や

か
な
顔
で
本
堂
を
見
上
げ
る
田
中
さ
ん
に
、

二
百
年
前
の
棟
梁
の
姿
が
垣
間
見
え
た
。

県政の動き

二
百
年
の
時
間
を
戻
す

”平
成
の
棟
梁
“

勝
興
寺
で
は
現
在
、
国
内
で
も
有
数
の
大
規
模
な

保
存
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
開
始
か
ら
七
年
、

本
堂
が
完
成
。
十
一
月
十
九
日
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
た
。
田
中
さ
ん
は
、
県
内
外
の
宮
大
工
や
技
術

者
の
仕
事
を
統
括
す
る
棟
梁
を
務
め
た
。

重
要
文
化
財
・
勝
興
寺
本
堂
保
存
修
理
の
棟
梁

田
中
た
な
か

健
太
郎

け
ん
た
ろ
う

さ
ん

一
九
四
八
年
生
ま
れ
　
高
岡
市
在
住

1月

2月
3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

12月

1日
9日
26日

27日
6日
24日
25日

1日

5日

17日

21日

22日
26日
17日

21日
7日
13日
21日

1日
11日

12日

13日

1日
3日
19日
25日

2日

7日

10日
1日
8日
15日
17日

20日
26日

1日

8日
9日
16日
19日
27日
2日
4日

11日

県個人情報保護条例施行
富山地域地震・土石流災害危機管理演習
魚津港蜃気楼ふ頭一部供用開始記念式典
（水産物荷さばき施設竣工式併催）
2月定例県議会（～3月23日）
北陸新幹線朝日トンネル貫通式
国道8号魚津滑川バイパス開通式
臨港道路伏木外港1号線（仮称）新伏木
港大橋起工式
電子申請の受付開始など電脳県庁がス
タート
高岡地区生涯学習校開校（「ウイング・
ウイング高岡」内）
JR富山港線路面電車化のための第3セク
ター「富山ライトレール（株）」設立
氷見市谷屋地区災害関連緊急地すべり対策
事業完成式及び地すべりシンポジウム開催
環日本海交流会館開館式
県立大学地域連携センター開所式
富山県・遼寧省友好県省締結20周年記念
富山県友好代表団の派遣（～22日）
県大連事務所開所式
6月定例県議会（～18日）
能越自動車道高岡北IC～高岡IC開通式
「富山県ものづくり産業活性化計画」など
3計画が地域再生計画に認定
ヤングジョブとやま開所式
参議院議員通常選挙及び富山県議会議
員補欠選挙（高岡市選挙区）
「富山－上海線」上海航空チャーター便
初就航
天皇、皇后両陛下が地方事情のご視察
のためご来県
アジア太平洋こども演劇祭（～6日）
8月臨時県議会
子どもとやま県議会（本会議）
富山県･遼寧省友好県省締結20周年記
念式典
県育成の水稲早生新品種「てんたかく」
初出荷
NEAR2004･中国（北東アジア経済交流
EXPO）（～8日）
9月定例県議会（～27日）
有峰ハウス竣工式
第１回富山県民歩こう運動推進大会
クマの異常出没に関する検討会開催
富山県知事選挙及び富山県議会議員補
欠選挙（東礪波郡選挙区）
県難病相談・支援センター開所式
富山空港国内線利用者2,000万人達成
記念式典
北西太平洋行動計画（NOWPAP）本部
事務局（RCU）富山事務所開所式
砺波市・南砺市誕生
中沖豊知事退任
石井 一知事就任
富山県地方分権推進会議第1回会合
国指定重要文化財「勝興寺」本堂修復竣工式
石井知事のタウンミーティング・富山会場
12月定例県議会（～16日）
石井知事のタウンミーティング・高岡会場

高校生きらめきフェア（～12日）

今 後 の 予 定

2004年1月～12月
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皆さんから寄せられたご提言やご意見に
対する県の考えや取り組みを紹介します。

新しい県づくりの三つのキーワードは、

「○○」「未来」「安心」です。
（○○を埋めてください。）

ヒント：1～2ページをご覧ください。

■ 応募方法
はがきに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢と本誌の
感想を記載し、〒930-8501（住所記入不要）富山県庁広報課
「県広報とやま12月号クイズ係」まで。
締切／12月22日（水）（必着）

（当選の発表はプレゼントの発送をもってかえさせて
いただきます。なお発送予定日は12月24日です。）

 〒930-8501（住所記入不要） 
「県民のひろば」係 

TEL.076（431）3131 
FAX.076（444）3300 
E-mail.koho@pref.toyama.lg.jp

「オレオレ詐欺」の被害に遭わないように

するには、どうしたらよいですか。

最近のよくある手口は、「○○警察署の□
□です。お宅のご主人が交通事故を起こ
しました。」と警察官を名乗って電話をか
け、男性の泣き声を聞かせた後で事故の

相手方に替わり、「すぐに銀行や郵便局の窓口ではな
くATMを利用して示談金を振り込んでください。」と請
求するものです。
警察官が示談の仲介をすることはありませんので、こ
のような電話があった場合には、まず落ち着いて、次

のように対処してください。

また、お金を振り込む前に、
家族や親戚、警察に相談し
てください。

●問合せ　県警捜査第二課（告訴相談電話）

1076（433）0593

身に覚えのない請求のはがきが送られて

きました。どう対処したらよいでしょうか。

最近のはがきの例

利用した覚えがないのに、有料サイトの情
報料などを請求（架空請求）するはがきや
封書が多数の人に送りつけられています。
このようなはがき等が届いた場合は、次の

ように対処してください。

この他にも架空請求にはさまざまなケースがあります。
対処に困ったら市町村の消費生活相談窓口や県消費生
活センターにご相談ください。

●問合せ 県消費生活センター 1076（432）9233
県消費生活センター 高岡支所

10766（25）2777

電子消費者未納利用料請求最終通達書 

分類コード　D－△△△△△△ 

裁判取下げ最終期日　　平成16年10月28日 

営業時間　平日　9:00～17:00　　休日　土・日・祝日 
〒153-0063　東京都新宿区○○○△-△-△ 

代表　03-△△△△-△△△△ 
直通　03-△△△△-△△△△ 

○○○債権回収機構 

　この度ご通知致しましたのは、貴殿のご利用された「電子

消費者料金未納分」について、ご利用会社、又は回収業者

から委託を受けましたので、大至急当局までご連絡下さい。 
 

　こちら「電子消費者民法特例法」上、法務省認可通達書と
なっておりますので、連絡無きお客様につきましてはやむを得

ず裁判所からの書類通達後、指定の裁判所へ出廷となります。

また裁判所の措置と致しまして給与差押さえ及び、動産物・

不動産物差押さえを強制執行させて頂きますゆえ、当局と執

行官による「執行証書の交付」を承認して頂くようお願いする

と同時に、債権譲渡証明書を一通郵送させて頂きますので、

承諾の上ご返送下さい。 

　尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護の為、

請求金額・御支払い方法等は当局職員にご確認下さい。 
以上を持ちまして最終通告とさせて頂きます。 

11

33

①警察官はどこの警察署員なのか 
②事故を起こした場所はどこなのか　を聞き出す 

22 聞き出した警察署の交通課へ事故の事実を確認する 

本人またはその家族、勤務先などにも連絡し、 
事実かどうか確認する 

11
こちらから連絡をとらない 
（確認や支払意思のない旨の連絡であっても、電話
番号などの個人情報を知られてしまうため） 

22
送り主が裁判所をかたっている場合は、まず記載さ
れている電話番号が正確な番号かどうかを電話帳
などで確認する 

正解者の中から20名の方に、世界地図を回転させ
た「逆さ地図」のマウスパッドをプレゼントします。



NHK総合「地域へ広がる“地上デジタル”」10月1日

炊飯器に 、 の煮汁、塩を入れ、2合の線まで水を入れて炊く。

6 2004.12

郷土の良さを再発見していただくため、全国に紹介された
富山の話題を紹介します。このほかにも県庁広報課のホー
ムページでお知らせしています。

雲上の交番で奮闘する山岳警備隊

日本最高所の交番である、室堂警備派出所と剱沢警備派出

所に詰めている県警山岳警備隊を取り上

げた。準備不足の中高年の遭難や急峻

な岩壁での救助など、様々な事故を経

て成長する若き警備隊員の奮闘を通し

て、山の警察官たちの誇りを描いた。

県立砺波工業高校の生徒が取り組んでいる、おもちゃ

を修理するボランティア活動「おもちゃの病院」が好

評であることを紹介。生徒たちは、

ものづくりの喜びを得られると

共に、人々の笑顔に接し、公共

心や思いやりを育めるという。

「おもちゃの病院」が好評

富山県と茨城県で、三大都市圏以外の地方としては初め

て地上デジタル放送がはじまったことを取り上げた。富

山県では、NHKに加えて、北日本放

送（KNB）も地方民放局のトップを

切ってスタートしたと紹介した。

平成16年9月～10月

「読売新聞」夕刊 10月1日

新聞広報「県からのお知らせ」
12月11日の朝刊各紙に掲載予定

富山県PR情報誌「みゃあらく（とやま道楽）」
富山県の魅力を広く紹介した雑誌です。富山県刊行物セ
ンター、県内主要書店等で発売中。（500円/冊（税込））

富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

こんにちは富山県です 北日本放送テレビ
毎週日曜 11：00～11：30

富山メモらナイト チューリップテレビ
毎週火曜 21：55～21：58

きときと☆キッズ！
フォーカス・イン

5日 図書館へ行こう
12日 デザイン力で勝負！
19日 STOP！架空請求・オレオレ詐欺
26日 県政この1年

小学生（5、6年生）をスタジオに
迎え、県の魅力などをクイズ形
式で楽しく紹介。

http://www.bbt.co.jp/
☆出場者募集中

県が取り組んでいる事業やイベントの内容などを
わかりやすくタイムリーにお知らせします。

富山テレビ
毎週日曜 9：00～9：30

【12月の県政番組・お知らせ】

とやま の情報 お伝えします！ 

ほっこりイカめし

米はといでザルにあげる。人参、大根は角切り、干ししいたけ
は水で戻して薄切りにする。

1

イカは内臓と足を取って輪切りにし、Ａでさっと煮てザルにあげる。2

3

炊きあがったら のイカを混ぜて5分蒸らす。4

■協力富山県栄養士会

主な水揚地　新湊、魚津、氷見

337kcal

1人分 

スルメイカは12月から3月にかけて富山湾で漁獲され、県の年

間総水揚量の上位を占めています。コレステロールの低下や血

圧の安定に効果のあるタウリンが豊富で、良質なタンパク質を

含んでいます。

地方で初の地上デジタル

「THE DAIRY YOMIURI」9月12日

NHK総合「にんげんドキュメント」10月22日

とやま県聞録
ＦＭとやま
毎週月曜～木曜 11：30～11：40
毎週土曜 11：30～11：55

1

2

2

〈材料・分量〉4人分
スルメイカ 1はい
人参　 1/3本
大根 3cm
干ししいたけ 2枚
米 2合

干ししいたけだし汁 1/2カップ
酒 大さじ3
しょうゆ 大さじ2
砂糖 大さじ1

塩 小さじ1/4

で取ったイカの足は、塩をふってから焼き、七味をかければ、
簡単なおつまみとしていただけます。
2

A

「朝日新聞」10月20日

県が2000年度に実施した第1回ユニバーサルデザイン

コンテストで入賞し、県総合デザインセンターの支援の

もと商品化された「リングプラグ」を紹介。プラグ中央に

穴が設けてある延長コードで、指を

差し込んで引っ張りやすい仕組みに

なっているという。

高齢者や障害者にやさしい逸品
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号2月号は2月6日（日）に発行予定です。

身障者用駐車場有り 車いす対応エレベーター有り 出入り口平坦またはスロープ有り 

車いす用観覧席有り 車いす用トイレ有り 洋式トイレ有り ベビーシート有り 

数 募集人数 対 対象 締 募集締切 料 利用料、参加料 休 休館・休園日 開 開館・開園時間 

★土･日･祝日､教育活動での小･中･高校生の観覧、入園は無料です。

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）
県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478
E-mail koho@pref.toyama.lg.jp
ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/
1101.htm

「県広報とやま」に関するご連絡、ご質問は

とうとう我が家にも架空請求のはがきが送られてきました。それも、「県民の
ひろば」で紹介しようとしていた矢先の出来事です。対処法について心得てい
たつもりでしたが、実物を見たのは初めてだったので、動揺してしまいまし
た。他人事とは思わずに読んでいただきたいと思います。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新聞折り込みにより各家庭にお届けし
ます。また、県の各施設や市町村役場、図書館、文化ホールなどでも配布し
ているほか、本号とバックナンバーは、県庁広報課のホームページで閲覧す
ることができます。

高校生きらめきフェア
【12/11（土）､12（日）10：00～16：30】
郷土芸能や創作ダンスのステージ発表、
新鮮野菜の販売、高校生が教えるチャレ
ンジ教室など県内すべての高校が参加す
る祭典です。
※40分間隔で無料シャトルバスを運行
（高岡駅南口⇔高岡文化ホール）
無料
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越中中川駅から徒歩5分　
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親子白銀の集い
【1/8（土）～9（日）】1泊2日
スノーバレー利賀でスキーを楽しみなが
ら教わったりスノーシューやかんじきを
体験したりします。
小学生とその保護者
50名（申込順）
12/25（土）
一般 5,700円小学生 5,200円
（宿泊・食事・リフト代、保険料）

    利賀少年 
◎自然の家 

至
砺
波 

至
八
尾 

至
平
村 

庄
川 

R156

利
賀
川 

●道の駅 

R471

小牧ダム 

合掌文化村口 

対 

数 

締 
料 

八尾駅から利賀村営バス、上百瀬
行、合掌文化村口下車徒歩5分

9:00～17:00
月曜､祝日の翌日、12/29～1/3、18（1/10は開館）
日帰り90円

宿泊 26歳以上 1,020円 25歳以下 670円小･中 340円
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館

パソコンで年賀状作り
【12/27（月）まで（平日は13：00から）】
100円（材料代）

ミュージカル しらゆきひめ
【12/19（日）13：30開演】
県立保育専門学院の学生によるミュージカル上演です。
無料

ゲームの集い
【12/23（木・祝）12：30から、14：30から】
特殊なライトを使った紙芝居などを楽しみます。
無料

パスコ● 

◎こども　 
みらい館 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 

至
富
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西
I.C
 

至高岡 

至JR 
小杉駅 

至
小
杉
I.C
 

至
新
湊 

太閤山ランド 

9:30～17:00 火曜､第4水曜､祝日の
翌日、12/28～1/4 無料

料 

料 

料 

開 休 
料 

小杉駅南口からバス、
太閤山ランド下車徒歩15分
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生物教育写真展 自然から学ぶ
【12/11（土）～26（日）】
生物教育に関わる人たちが撮影した動植物
の写真をとおして、自然の不思議や魅力を
紹介します。
無料

ナチュラリスト写真展 自然の魅力
【1/19（水）～2/20（日）】
自然への理解を深めるために活動するナチュラリ
スト（自然解説員）が撮影した写真を展示します。
無料

◎ 
立山 
カルデラ 
砂防博物館 

立山駅 

● 
立山砂防 
事務所 

富山地方鉄道 立山線 

立
山 

ケ
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ブ
ル 

至富山 至称名滝 

至立山山麓 
　スキー場 

料 

料 
地鉄立山駅から徒歩1分

9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日、12/27～1/4､11～14
常設展一般 400円高・大 320円小・中 200円★
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企画展 干支にちなんだ植物展
【12/10（金）～1/12（水）】
今年の干支「申（さる）」と来年の干支「酉
（とり）」にちなんだ植物を、実物とパネル
で紹介します。

電子顕微鏡で植物を観察しよう
【1/16（日）13：00～16：00】
花粉など植物のいろいろな部分を観察します。
12名（申込順）
無料

※往復はがきでお申し込みください。

R359

◎ 
中央植物園 

ファボーレ 
● 

北陸自動車道 

至富山I.C

至砺波 

○文 

婦中大橋 

至
八
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神
通
川 

中央植物園前 

9:00～16:30（入園は16:00まで）
木曜、12/28～1/4
一般 600円小･中 300円★

開 
休 
料 

富山駅からバス、植物園・ファボーレ
経由萩の島線、中央植物園前下車
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スキー場オープン
【12/15（水）から】
1日券､2日券を値下げ、シニア１日券を
新設します。シーズン券（らいちょうバレ
ー専用）販売中！

立山山麓オープニングフェスティバル
【12/18（土）11：00～12：00】
山麓鍋の無料サービスやビンゴゲームなどを行います。
※リフト・ゴンドラの利用が1日無料になります。

至富山 至
立
山
I.C
 

岩
峅
寺 

立
山
線 

立
山
駅 千

垣 

本
宮 

芦
峅
寺 

立
山
博
物
館
○ 

雄
山
神
社
○ 

らいちょうバレースキー場◎ 
らいちょうバレースキー場前 

地鉄立山駅からバス、らい
ちょうバレースキー場前下車
（運行期間 12/15～3/31）

8:30～16:30（土、日、祝日、12/29～1/3
は8:00から）※ナイター営業日もあります。
1日券中学生以上 4,000円 小学生 2,600円
シニア1日券（55歳以上）3,500円
シーズン券中学生以上 36,000円 小学生 23,000円

開 

料 

越中の刀工と赤羽刀
【12/19（日）まで】
文化庁から譲渡された赤羽刀の公開にあ
わせ、越中の刀工則重、義弘、宇多派など
の作品を紹介します。
一般 500円 高・大 400円 小・中 250円★

※常設展示もご覧になれます｡

初めての挑戦 子どもたちの墨画
～水墨画ワークショップの作品から～
【1/5（水）～2/6（日）】
無料

富
山
市
五
福
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7
7
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水

墨

美

術

館
9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日、12/27～1/4（1/10は開館）
常設展一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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至
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駅 

●GS

●富山トヨペット 

● 
富山球場 
● 
陸上 
競技場 

富山工業 
高校● 

●富山商業高校 

神通大橋 

富山大橋 至
高
岡 

● 
情報ビル 

◎水墨美術館 

新富山 

料 

料 

開 
休 
料 

芭
蕉
図
鐔
銘
越
中
高
岳
住

安
川
乾
清

富山駅から市内電車、大学
前行、新富山下車徒歩10分

富
山
市
茶
屋
町
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埋
蔵
文
化
財
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ン
タ
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企画展 とやま史跡めぐり
【3/17（木）まで】
県内の国、県指定史跡の出土品などをと
おして、旧石器時代から古代の社会や
人々の様子を紹介します。
無料 R8

●公文書館 

県立 
図書館
● 

◎埋蔵文化財センター 

至小杉 

至滑川 至高岡 

JR北陸本線 

富山大橋 県道富山高岡線 

呉
羽
山 

神
通
川 

●GS

県立 
図書館前 

料 

富山駅からバス、布目経由四方・
新港東口行、県立図書館前下車9:00～17:00

金曜、12/28～1/4
無料

開 
休 
料 

不動堂遺跡（朝日町）

数 
料 
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